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はじめに 

 

本校の課題研究プログラムはテーマ『志と科学的リテラシーを育む文理融合型課題研究の開発』のも

と、『課題研究への取組を通じて、課題発見能力、観察・実験の技能、論理的・批判的な思考力、協働

力、英語も含めたプレゼンテーション能力、コミュニケーション能力を育成する』ことを目的とし、本

プログラムの開発を通じて、『科学技術の分野で新しい価値を創造できる科学的リテラシーと国際性を

備えた人材育成を図る』ことを目標としております。 

そのため、本プログラムを通して、『社会的事象・自然事象と自己との関わりから設定した課題の研

究にグループで取り組むことで、探究スキルや協働力、レジリエンス等の資質を向上させることができ

る』と考え、以下の（１）～（５）の能力の伸長を目指していきます。 

 

（１）課題発見能力、実験・推論の手法、情報を評価し活用する能力 

（２）根拠に基づく主張・評価を行う論理的思考力と情報発信力 

（３）英語の運用能力及び国際性 

（４）リーダーシップや他者との協働の精神 

（５）失敗を成功のバネとする柔軟性とレジリエンス 

 

上記の目的および目標等を達成すべく、３年間一貫した課題研究のカリキュラム開発を目指していき

ます。３年間の流れは以下の通りとなります。詳細に関しては本編をご覧下さい。 

  

  

 

最後に、このマニュアルは５年間を通して完成するものと考えております。そのため、追加資料等を

適宜加えていく事となります。不備や改善等に関してお気づきの点がございましたらご指摘頂ければ幸

いです。 

 

2019年 11月 22日 ＳＳＨ部 
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１ 本校ＳＳＨについて（ＳＳＨ申請書４－１－１より抜粋） 

１－１ 研究開発課題名 

 志と科学的リテラシーを育む文理融合型課題研究の開発 

 ― Inspiration through Perspiration ― 

 

１－２ 研究開発の目的・目標 

（１）目的 

  社会構造の急速な変革が進展する中、社会の持続的な成長と発展への志を持ち、国内外を問わず科

学技術分野で新しい価値を創造・発信できる人材を育成する。 

（２）目標 

 ①社会問題啓発プログラムの開発を通じて、社会的事象、自然事象への興味・関心を促し、持続的な

社会の構築に向け志を抱いた人材の育成を図る。 

 ②課題研究プログラムの開発を通じて、科学技術の分野で新しい価値を創造できる科学的リテラシー

と国際性を備えた人材育成を図る。 

 ③ＩＣＴ活用能力育成プログラムの開発を通じて、ＩＣＴ機器の基礎的・汎用的活用能力を育成し、

思考の整理能力および表現力の向上を図る。 

 ④ＳＳＨ諸事業の評価法の開発を通じてＰＤＣＡサイクルを確立し、ＳＳＨ事業の絶えざる改善を実

現する。 

 

１－３ 研究開発の概略 

（１）社会問題啓発プログラムの開発 

  SDGs の 17 項目を核として、現代社会が抱える諸問題を考察するプログラムを開発し、社会への興

味・関心を高めるとともに志の萌芽を誘う。 

（２）課題研究プログラムの開発 

生徒全員を対象とする３年間の文理融合型課題研究プログラムを開発し、論理的思考力と科学的リ

テラシーを育成する。また、授業外では、既存の科学部と情報工学部を統合したスーパーサイエンス

クラブ（ＳＳＣ）を中心に科学技術人材の育成を図る。 

（３）ＩＣＴ活用能力育成プログラムの開発 

  教科横断的なカリキュラムおよび指導法を研究開発し、様々な教科・科目におけるＩＣＴ機器活用

の可能性を探り、表現技法・情報発信能力を養う。 

（４）ＳＳＨ事業全体のＰＤＣＡ化と評価法の開発 

  研究開発単位毎にアンケートやルーブリックを用いた評価法を開発し、ＳＳＨ事業全体のＰＤＣＡ

化と評価法の開発により、事業の改善に努める。 

 

１－４ 研究開発の実施規模 

（１）社会問題啓発プログラムの開発・・・・・・・・・１学年全生徒を対象 

（２）課題研究プログラムの開発・・・・・・・・・・・全学年全生徒を対象 

（３）ＩＣＴ活用能力育成プログラムの開発・・・・・・１，２学年全生徒を対象 

（４）ＳＳＨ事業全体のＰＤＣＡ化と評価法の開発・・・全学年全生徒を対象 

（５）科学技術人材育成に係る取組・・・・・・・・・・主にＳＳＣ生徒を対象 

   

１－５ 研究開発の仮説 

 研究開発の対象となる「社会問題啓発プログラム」、「課題研究プログラム」、「ＩＣＴ活用能力育

成プログラム」、「ＳＳＨ事業全体のＰＤＣＡ化と評価法の開発」に対し、以下の仮説を設定する。 

【仮説１】新聞購読、有識者による講義、留学生との交流等、SDGsに関する取組等を通じて社会的事象・

自然事象の知識と理解を深めることで、主体的、意欲的に課題の発見及び解決に向かう態度を身に付け

ることができる。 

【仮説２】社会的事象・自然事象と自己との関わりから設定した課題の研究にグループで取り    

組むことで、探究スキルや協働力、レジリエンス等の資質を向上させることができる。 

【仮説３】ＩＣＴ機器を活用して探究活動及び成果発表活動に取り組むことで、思考の整理能    

力、表現力等を向上させることができる。 
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２ 課題研究プログラムについて 

２－１ 目的 

課題研究への取組を通じて、課題発見能力、観察・実験の技能、論理的・批判的な思考力、協働力、

英語も含めたプレゼンテーション能力、コミュニケーション能力を育成する。 

２－２ 仮説との関係 

本プログラムを通じて、以下の５項目の資質・能力を伸長させることができることとしている。 

（１）課題発見能力、実験・推論の手法、情報を評価し活用する能力 

（２）根拠に基づく主張・評価を行う論理的思考力と情報発信力 

（３）英語の運用能力及び国際性  

（４）リーダーシップや他者との協働の精神 

（５）失敗を成功のバネとする柔軟性とレジリエンス 

２－３ 期待される効果 

 研究テーマおよび仮説の設定、情報収集と考察、また知識の整理・まとめ・発表という一連の探究活

動を経て、【１ 目的】に掲げた能力を身につけることができる。本校卒業後、長期的には、国内外の

科学技術分野で新しい価値の創造・発信に寄与できる人材となることが期待できる。 

２－４ 内容 

課題研究プログラムは、学校設定科目「ＳＳ探究Ⅰ」、「ＳＳ探究Ⅱ」、「ＳＳ探究Ⅲ」で実施する。 

１年次の「ＳＳ探究Ⅰ」では、２学期前半まで実施した社会問題啓発プログラムを踏まえ、２学期後

半から３学期にかけてテーマ設定と仮説およびその検証方法の検討を重ね、３学期末に「研究計画書審

査会」を実施する。 

２年次の「ＳＳ探究Ⅱ」では、前年度末の「研究計画書審査会」を経て明確になったテーマおよび

研究計画に沿って研究を進め、２学期に「ポスター発表会」、３学期末に「課題研究成果発表会」を

実施する。 

３年次の「ＳＳ探究Ⅲ」では、２年次に実施した「ポスター発表会」、「課題研究成果発表会」で用

いたポスターと研究要旨を英語で再編集し、代表グループが、２学期の２学年対象の「ポスター発表会」

に参加し、英語で発表を行う。 

表「課題研究」の教育課程上の位置づけ・実施内容概略・成果物  ※：代表班のみ発表を実施 

 
対象 

実施方法 
実施内容 成果物 

科目 単位 

１年 普通科全生徒 ＳＳ探究Ⅰ １ ・研究計画 

【計画書プレ審査会】 

【計画書審査会】 

①研究計画書 

②PowerPoint（全班） 

２年 普通科全生徒 ＳＳ探究Ⅱ １ ・班別研究 

【中間発表会】 

【成果発表会】※ 

①ポスター（全班） 

②PowerPoint（代表班） 

③研究要旨（全班） 

３年 普通科全生徒 ＳＳ探究Ⅲ １ ・英語活用 

・３年間のまとめ 

【中間発表会】※ 

①英語版ポスター（全班） 

②英語版研究要旨（全班） 
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表 ３年間の取り組み概略図 

時期 １学年（ＳＳ探究Ⅰ） ２学年（ＳＳ探究Ⅱ） ３学年（ＳＳ探究Ⅲ） 

１学期 

 

 

７月 

社 

会 

問 

題 

啓 

発 

Ｐ 

○SSH ガイダンス 

○SDGs 関係 

講義及びグループワーク

等を実施 
 

課 

題 

研 

究 

Ｐ 

Ⅱ 

○課題研究ガイダンスⅡ 

○班別研究 

各種実験やアンケート調査

等を実施 
 

課 

題 

研 

究 

Ｐ 

Ⅲ 

○課題研究ガイダンスⅢ 

○英語活用 

ポスター・発表原稿の英訳 
 

●英語活用発表会（ポスター発表） 

２学期 

 

 

 

11 月 

○アジア学院と交流  

実験・調査をもとにポスタ

ー作成 
 

○３年間の課題研究まとめ 

 

 

課 

題 

研 

究 

Ｐ 

Ⅰ 

○課題研究ガイダンスⅠ 

○班決定 

●中間発表会（見学） ●中間発表会（ポスター発表） ●中間発表会（代表班ポスター発表） 

○研究計画 

テーマ，課題・仮説及び

研究方法の決定 
 

 

追実験等を実施及び研究の

まとめ 
 

 

３学期 

２月 

 

３月 

   

●成果発表会（見学） ●成果発表会（代表班口頭発表） 

●プレ審査会（口頭発表） ○研究要旨の作成 

●計画書審査会（ブース発表） ●計画書審査会（見学） 

○１年間のまとめ ○１年間のまとめ 
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２－５ 課題研究費について 

（１）各班の課題研究費の予算を１万円とし、課題研究に必要となる物品をＳＳＨ部または生徒会費か

ら支出する。年度初めに必要物品一覧（下記参照）を作成し、指導教員の確認・押印のうえＳＳ

Ｈ部へ提出する。 

※物品の購入理由、品目、メーカー、型番、個数、金額、購入予定先等を所定の用紙に記入し提出

する。 

※ＳＳＨ部係で購入の可否および支出元の選定を行う。許可無しに購入した場合は支出できない場

合があるため、必ず許可後に購入すること。（必要期日の関係で許可以前に購入する場合はＳＳ

Ｈ部と相談すること。） 

（２）選定後、必要物品申請書のコピー（原本はＳＳＨ部保管）を返却する（４月末予定）。選定後は次

のいずれかの流れで物品を購入する。 

※ＳＳＨ支出の場合 

見積もりを取り、ＳＳＨ部会計係へ提出する。（見積もり段階では先方と購入の約束をしないこ

と）その後、物品をＳＳＨ部で一括して購入する。 

※生徒会支出の場合 

物品を各班で購入する（立替）。生徒会会計の所定の様式に記入し、領収書を添えてＳＳＨ部会

計係へ提出する。その際、どの班かわかるように備考欄に班番号を必ず明記すること。また、申

請者名は指導教員の名前で提出すること。 

（３）課題研究を進めていく際、追加で必要になった物品等は、ＳＳＨ部と相談してから購入をする。 

（４）大学等へ行く場合の交通費・旅費は支給可能である。ＳＳＨ部と相談すること。 

 

【必要物品申請書】 

 

【購入・支払いできない物品】 

・課題研究と関係がないもの ・個人利用目的のもの ・利用目的が不明のもの 

物品の使用理由および使用目的を明記する 

・物品名※正式名称 

・必要期日・購入予定先

を明記する 

・数量：必要個数 ・単位 

・単価・予算金額：数量×単価 

を明記する 

その他、記載すべき事項があれば明記する 
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２－６ 情報機器の使用について 

（１）ＰＣおよびプロジェクタを使用する際は必ず、各保管場所に設置してある帳簿に記入し、使用方

法を守り、指導教員責任のもと使用すること。また、使用後は速やかに所定の場所へ戻すこと。 

（２）生徒が所持しているスマートフォン等は利用状況に応じて指導教員責任のもと使用させる。 

（３）研究データ等の保存および指導教員への提出は USB メモリを用いて行う。USB メモリは学校で各

班１個ずつ用意する。（生徒会費購入） 

（４） USBメモリをＳＳＨ室で全班一括して保管している。そのため、使用する際はＳＳＨ室で借用し、

使用後は必ずＳＳＨ室に戻すこと。 

【ＳＳＨ室保管電子機器（2021年４月時点）】 

・タブレットＰＣ：40台 ・ノートＰＣ：18台 ・プロジェクタ：13台 ・スピーカー：13台 

・ヘッドセット：40台 ・Webカメラ：10台 ・ビデオカメラ：６台 ・カメラ：３台 

・ワイヤレス拡声器：12台  

※その他多くの物品が保管されています。ＳＳＨ部の職員の相談して下さい。 

 

                             
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ノート PC 

スピーカー 

タブレット PC 

プロジェク 

Wi-Fi ルーター 

ヘッドセット 
ビデオカメラ 

各班 USB メモ

リ 

ワイヤレス拡声器 
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２－７ アンケート調査について 

アンケート調査は仮説に対して、特定の情報を得ることを目的としたものである。そのため、アンケ

ート実施自体が目的でないことに注意したい。調査内容の分析まで含めて実施すること。また、アンケ

ート調査を踏まえて、新たな課題を見出し、研究内容の深化を図れるようにしたい。 

 

（１）アンケート実施までの手順 

班別研究でアンケートを実施する際は、以下の手順で実施すること。 

【手順】 

①各班でアンケートを作成する。 

※マニュアルの P.8「アンケート作成要項」に従い作成すること。 

②指導教員はアンケート内容を確認する。 

③作成したアンケートを基に「アンケート調査許可申請書」を作成し、アンケート用紙と合わせて指

導教員が決裁をとる。（指導教員→ＳＳＨ研究開発係（学年担当）→ＳＳＨ部長→教務→主幹教諭

→・・・）なお、Webでアンケートを実施する場合、Webの画面印刷または、質問内容等の記載事項

を Wordで作成し、決裁を取ること。 

④決裁後、決裁が完了した①「アンケート用紙」、②「アンケート調査許可申請書」をＳＳＨ部に提出

する。（コピーでも可） 

⑤アンケートを実施する。※下記の「（４）アンケート実施上の注意点」を参考に実施すること。 

 

（２）アンケート実施方法 

 ・アンケート用紙（紙） 

 ・Webアンケート（Google Formsや Microsoft Forms） 

 

（３）アンケート作成上の注意点 

 ※マニュアルの P.8「アンケート作成要項」に従い作成すること。 

アンケートを作成する上で、下記の①～⑥の内容を必ず明記すること。 

 ①タイトル、②実施者名（所属を含む）、③挨拶文、④記入方法、⑤質問本文、 

⑥調査結果の使用範囲、個人情報の取り扱いについて 

 

（４）アンケート実施上の注意点 

 ①アンケート調査等を実施する場合は、必ず学校の許可（アンケート用紙及びアンケート調査許可申

請書）を得てから実施すること。 

 ②アンケート協力者の時間を頂いて行うものである。感謝の気持ちを忘れず実施すること。 

 ③調査結果の見通しを持ってアンケートの準備を行うこと。 

 ④外部対象にアンケートを実施する際は、所属とアンケート調査の目的、謝辞を述べること。 

例）「大田原高校２年の○○です。課題研究の一環で○○○について調査しています。・・・アンケ

ートのご協力をお願い致します。・・・アンケートのご協力有り難う御座いました。」 

  また、トラブル等を防止するため、１人では行わず、複数名で行うこと。 

 ⑤相手がアンケート調査を拒否した場合は、無理にアンケートの協力を求めないこと。 
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アンケート作成要項 

アンケート調査の目的 

アンケート調査は仮説に対して、特定の情報を得ることを目的としたものである。そのため、アンケ

ート実施自体が目的でないことに注意したい。調査内容の分析まで含めて実施すること。また、アンケ

ート調査を踏まえて、新たな課題を見出し、研究内容の深化を図れるようにしたい。 

 

 

 

 

 

アンケート調査の実施準備 

研究仮説に対する答えを得るために、どのような調査を行うのか見通しを立てよう。 

以下の調査目標（When, Who, Where, Why, How）をもとに、アンケートで知りたい項（What）を作成し、

アンケートフォームをまとめよう。いつ、どこでアンケート調査を行うか、集計方法も含めて決めるよ

うにしよう。 

 

※参考引用文献『課題研究メソッド（啓林館 岡本尚也 著）』 

 

When? ○いつ行うか？ 

Who? だれがどの役割を行うか？ 

○アンケートフォーム設計者 

○アンケートフォームの作成・印刷・配布者 

○対象者への説明・依頼 

○集計担当者 

○分析担当者 

Where? どの地域が調査対象か？ 

Why? ○アンケート調査の目的・ねらいは何か？ 

○何を知りたいか？ 

How? どのようなアンケート調査を行うか？ 

○記名か無記名か？ 

○設問方式（選択肢／自由記述式） 

○どのようにアンケートを依頼するか？ 

○アンケートの分析方法 

What? 上記の調査目標をもとに、知りたい項目に整理する。 

 

アンケート作成上の注意点 

（１）アンケートを作成する上で、下記の①～⑥の内容を必ず明記すること。 

 ①タイトル、②実施者名（所属を含む）、③挨拶文、④記入方法、⑤質問本文、 

⑥調査結果の使用範囲、個人情報の取り扱いについて 

【実施方法】 

・アンケート用紙 

・ Web アンケート（ Google Form、

Microsoft Forms など） 

仮説 新たな課題の発見 再調査 etc 集計・分析 アンケート調査 
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（２）アンケート調査で明らかにしたい内容と各質問項目を結びつける 

例）○「あなたが住んでいる町において、不法投棄は重要な問題だと思いますか？」 

１．強く思う ２．思う ３．どちらとも言えない ４．あまり思わない ５．全く思わない 

 

（３）１つの質問に論点は１つ 

例）×「あなたは、過疎化や少子高齢化に関心がありますか？」 

※過疎化と少子高齢化は別の問題で、原因も背景も違う。どちらについてどの程度答えるか不明確。 

 →○「あなたが住んでいる町において、過疎化は重要な問題だと思いますか？」 

 

（４）定義のあいまいな言葉を使わない 

例）×「あなたは、政治問題に関心がありますか？」 

※何について聞きたいのか、質問は可能な限り具体化する。 

 →○「あなたは、国政選挙にどのくらいの頻度で投票に行きますか？」 

 

（５）先入観のある言葉の使用や誘導を避ける 

例）×「あなたは、官僚の天下りについてどう思いますか？」 

※「官僚」という言葉は正式な法律用語ではなく、定義があいまい。「天下り」は否定的な印象ととも

に使われ、イメージが強く付随している。 

→○「あなたは、国家公務員が民間企業や外部団体の要職に再就職することについてどのように思い

ますか？」 

 

（６）分析を意識した質問にする 

例）○「問１．あなたの性別を教えて下さい。」 

１．男性 ２．女性 ３．その他（もしくは答えたくない） 

  ○「問２．あなたの年齢を教えて下さい。」 

   １．10代 ２．20代 ３．30代 ４．40代 ５．50代 ６．60代 ７．それ以上 

  ○「問３．あなたは選挙にどのような頻度で行きますか？」 

   １．全く行かない ２．ほとんど行かない ３．約 50％の頻度で行く ４．ほとんど行く 

５．毎回行く  

 

アンケート実施上の注意点 

（１）アンケート調査等を実施する場合は、必ず学校の許可（アンケート用紙及びアンケート調査許可

申請書）を得てから実施すること。 

（２）アンケート協力者の時間を頂いて行うものである。感謝の気持ちを忘れず実施すること。 

（３）調査結果の見通しを持ってアンケートの準備を行うこと。 

（４）外部対象にアンケートを実施する際は、所属とアンケート調査の目的、謝辞を述べること。 

例）「大田原高校２年の○○です。課題研究の一環で○○○について調査しています。・・・アン

ケートのご協力をお願い致します。・・・アンケートのご協力有り難う御座いました。」 

   また、トラブル等を防止するため、１人では行わず、複数名で行うこと。 

（５）相手がアンケート調査を拒否した場合は、無理にアンケートの協力を求めないこと。 
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Pokémon Go に関するアンケートのお願い 

栃木県立大田原高等学校２年 31班 

 

私達は、授業科目「課題研究」で「Pokémon Goの健康へ及ぼす効果」について調査・研

究をしております。 

なお、この調査結果はアンケートの集計のみに使用し、使用後はすみやかに破棄いたし

ます。また、ご回答いただいた皆様の個人情報やご回答内容は、処理・集計の目的以外で

利用いたしません。 

 

以下、回答は、該当するものに○をつけて下さい。 

問１ 性別： ① 男  ② 女  ③ その他(答えたくない) 

 

問２ 年齢： ① 20歳未満 ② 20歳代  ③ 30歳代  ④ 40歳代 

 ⑤ 50歳代  ⑥ 60歳以上 ⑦ その他(答えたくない) 

 

問３ Pokémon Goを始める前と後についてお聞きします。 

⑴ Pokémon Goをするために外出する頻度は増えましたか。 

① はい  ② いいえ  ③ 変化なし 

⑵ 体重は減りましたか。 

① 1キロ前後  ② 2キロ前後  ③３キロ前後  ④４キロ前後  ⑤５キロ以上 

⑥ 変化なし   ⑦ 増えた 

⑶ 歩数は増えましたか。 

① 増えた  ② 減った  ③ 変化なし 

 

問４ Pokémon Goは、いつから始めていますか。 

① 2016年 ② 2017 年 ③ 2018年 ④ 2019年 ⑤ 2020年 

 

問５ Pokémon Goプレイする時間は、一日あたり平均何時間ですか。 

⑴ 平日の場合 

① 30分未満 ② 30分以上 1時間未満 ③ 1時間以上 1時間 30 分未満 

④ 1時間 30分以上 

⑵ 土日祝日の場合 

① １時間未満 ② 1時間程度 ③ ２時間程度 ④ ３時間程度 ⑤ ４時間以上 

 

以上で終わりです。調査にご協力いただき、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

アンケート（例） 
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アンケート調査許可申請書 

 

令和  年  月  日 

 

下記の通り、アンケート調査を実施しますので許可をお願い致します。 

 

班番号 班長４連 班長氏名 指導教員 

 

 

   

研究テーマ 
 

 

調査目的 

※具体的に記入 

 

 

調査対象 

※具体的に記入（学年・組・人数等） 

 

 

実施方法 

※☑を入れる 

□アンケート用紙  □Webアンケート 

 

調査予定日 

（日付または期間） 

 

 

 

調査項目 

CHECK欄 

※指導教員が下記の CHECK 項目について、アンケート用紙を確認し☑を記入する。 

 

□下記の①～⑥の内容を全て明記している。 

 ①タイトル、②実施者名（所属を含む）、③挨拶文、④記入方法、 

⑤質問本文、⑥調査結果の使用範囲、個人情報の取り扱いについて 

□アンケート調査で明らかにしたい内容と各質問項目を結びつけている。 

□１つの質問に論点は１つとしている。 

□定義のあいまいな言葉を使っていない。 

□先入観のある言葉の使用や誘導を避けている。 

□分析を意識した質問にしている。 

 

校 長 教 頭 主幹教諭 教 務 SSH部長 係 
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３ 指導教員の役割 

３－１ 指導教員の設定方法について 

（１）個々の班への指導を充実させるために、課題研究の指導に関しては全校体制で実施していく。指

導教員は対象学年の担任・副担任・学年付きおよび他学年の副担・学年付きとし、指導教員１人

あたり約２～３グループを担当する。 

（２）担当は教科（専門性）と生徒のテーマを考慮し決定するが、必ずしも教員の専門性と生徒のテー

マがマッチングしているとは限らない。 

（３）生徒進級時の担当班は原則継続とするが、転退職等を考慮し担当を変更する。 

 

３－２ 指導教員の全校体制について 

 

図 指導教員役割イメージ図 

 

SSH部

SS探究Ⅲ担当教員

担任

英語科

SS探究Ⅱ担当教員

指導教員(担任) 指導教員(副担等)

指導教員(副担等)

担任５人＋２名

SS探究Ⅰ担当教員

SS探究Ⅱと同じ 11 月～（中間発表会後、１学年の指導教員

へ 

指導の進め方・

提出物等の連絡

を行う 

指導教員グループ 

 

 

３人１組の指導教員のグループ

を組織し，指導上の意見交換や

情報の共有を実施している。 

指導教員グループ 
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３－３ 指導教員の役割について 

（１）課題研究に全般に関する指導 

・指導の際は各日程の指導計画書およびテキスト『課題研究メソッド』に従って指導していく。 

・各学年の指導内容に関しては以下の通りとする。 

１学年 ・テーマの見つけ方から計画書・発表資料作成までの活動における課題研究全般に関係

する指導・助言。（11月～３月） 

・審査会に向けての進捗状況の確認。 

・専門的な内容に関して調べる際の各教科教員と生徒のパイプ役。 

・大学等外部機関の紹介および接続補助。 

※ただし、はじめに指導教員がコンタクトを取った後は、外部等とのやり取りは原則、

生徒が行う。 

２学年 ・課題研究全般に関する指導・助言。（４月～11月） 

・年間研究計画および必要物品一覧の作成指導。 

・校外等で活動する場合の引率および監督。 

・中間発表会に向けての進捗状況の確認。 

・中間発表会用ポスターの作成および発表指導。著作権の確認を忘れずに！！ 

・研究成果発表会用 PowerPointの作成指導。（ＳＳＨ部・２学年・該当指導教員） 

・研究要旨作成指導。（ＳＳＨ部・担任） 

３学年 ・生徒の活動の様子の監督。（担任） 

・ポスター英訳の助言。（英語科・ALT） 

・クラス発表の準備及び運営。（ＳＳＨ部・担任） 

・クラス発表の評価。（英語科・ALT） 

・３年間の課題研究のまとめに関する指導。（担任） 

 

（２）各種提出物に関する指導 

・指導教員は各種提出物に関して必ず内容を確認し、添削してから SSH部へ提出すること。 

・データ提出先は校務用データ各年度の「SSH 部→02 研究開発→R○_課題研究プログラム→各学年」

内の各提出フォルダとする。 

表 ＳＳＨ部への提出物（各学年） 

１学年 ・【様式１】：データ入力（Microsoft Forms） 

・【様式２】：データで提出      ・【様式２】（再提出）：データで提出 

※↑テーマ等の変更があった場合のみ 

・【様式３】（１回目）：データで提出  ・【様式３】（最終版）：データで提出 

・計画書審査会用 PowerPoint：計画書審査会当日持参 

２学年 ・必要物品申請書（必要に応じて見積もり）：手書きのものを提出 

・中間発表会用ポスター（１回目）：データで提出 

・中間発表会用ポスター（最終版）：データで提出 

・研究要旨（担任が年度末に回収）：データで提出 

３学年 ・英語版ポスター（最終版）：データ提出 

・英語版研究要旨：データ提出 
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４ ＳＳ探究Ⅰ 

４－１ １学年の流れ 

 １学年では①グルーピングから⑦研究計画書作成までを実施し、３月に行われる「計画書審査会」で

発表を行う。以下、１学年の流れを示す。「ＳＳＨ2019課題研究ガイダンスⅠ（山本康弘氏）」・『課題研

究メソッド～よりよい探究活動のために～（啓林館 岡本尚也著）』を参考に作成した。 

（研究計画１） 

     ・「テーマ分野」「SDGｓ」の決定→分野別大グループ→班の決定 

     ・クラスの垣根を越えた４人 1組の班を作る。 

 

（研究計画２） 

     ・テーマ設定が今後の研究の軸となるため、指導教員並びに班員とよく相談のうえ設定する。 

・研究（仮）テーマの見つけ方 

１ 興味が持てる分野を探す   ・・・身の回りの疑問等から考える 

２ キーワードから探す     ・・・関連ワードから連想していく 

３ ユニークなもの、独創的なもの・・・モデル化 

４ 社会性、話題性       ・・・SDGs等社会の諸問題 

５ 発表会・先輩の研究テーマから・・・継続研究 

（研究計画３） 

     ・大まかな研究仮テーマが見えてきたら、先行研究の探索・調査を行う。 

     ・これまでの研究では「どのようなことが分かっているのか」「どのようなことは分かってい

ないのか」ということを調べる。 

     ・図書、新聞、電子ジャーナルなどの情報を収集し、調べた結果はノートにまとめる。 

      ※情報を集める際には、誰が書いたものか発行者がはっきりしているものを！ 

 

（研究計画４） 

     ・先行研究のレビューで気づいた課題や疑問から研究テーマに関する研究課題を設定する。 

     ・研究課題の掘り下げ（研究課題の範囲をしぼる） 

例）× 「地方の相対的貧困は子どもにどのような影響を与えるのか？」 

「どこの？」   例）×「地方」 → ○「大田原市」（地域をしぼる） 

「だれの？」   例）×「子ども」→ ○「13歳から 15歳」（年齢をしぼる） 

「どのように？」 例）×「どのような影響」 

→○「高校進学時の進路選択においてどのような影響」 

（想定をしぼる） 

この他にも、「いつの？」（時代をしぼる）や「条件は？」（具体的な条件下での実験）な

ど具体的にしていく  

① グルーピング 

③ 先行研究調べ 

 

② 研究（仮）テーマ 

 

④ 研究課題 
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・テーマ・研究課題のチェックポイント 

☑すぐに答えが出てしまわないか？ 

☑現状を調べるだけで終わってしまわないか？ 

☑どのような理論を用いるのか？その内容とともに理解しているか？ 

☑見通しが立ち、実行可能か？ 

☑研究実施には何が必要か？それは準備可能か？ 

 

（研究計画５ ④研究課題と同時進行） 

     ・④で設定した研究課題に対する「答えの予想」＝「仮説」を設定する。 

     ・仮説を立てることで、どのような調査・実験が有効か、という方向性が見えてくる。その

ため、仮説は必ずしも最終的な「答え」と一致する必要はない。むしろ、仮説を覆す予想

外の「答え」が得られたときの方が大きな発見となる場合が多い。 

 

（研究計画６） 

     ・今までの活動をもとに研究テーマを決定する。 

 

（研究計画７） 

     ・⑤仮説で設定した仮説を検証するための方法を決める。 

     ・主な研究手法 

１ 文献調査 

２ アンケート調査 

３ インタビュー調査 

４ 参与観察 

５ 実験・フィールドワーク 

→これらの研究手法に関してはテキスト

『課題研究メソッド』P.72～89に非常に詳

しく載っているため、そちらを参考として

頂きたい。 

 

 

（研究計画８） 

     ・｢②研究テーマ｣～｢⑦研究手法｣でまとめてきたことをもとに【様式３】に従って研究計画

書を作成。研究は限られた時間のなかで一定の成果が要求されるため、計画を作成し、見

通しを立てることが必須となる。計画は「頑張れば実現できそうなもの」に設定する。 

     ・記入事項 

「タイトル」、「キーワード」、「要旨」、「研究背景」、 

「研究の目的・意義」、「研究手法」、「参考・引用文献」 

       ※「研究手法」には、連携依頼予定先があれば必ず明記すること 

  

 

12月下旬：様式２ ＳＳＨ提出 

⑤ 仮説 

 

⑥ 研究テーマ決定 

 

⑦ 研究手法 

 

⑧ 研究計画書作成 
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・よりよい研究計画書とするためのポイント 

１ 行う研究の重要性を先行研究・事例から具体的に示す 

 ・「なぜこのテーマに取り組むのか」という問題意識を説明する。 

２ 研究の目的を明確にする 

 ・「何を明らかにするのか」という研究目的を設定する。 

３ 研究の実行可能性を示す 

 ・「どのように明らかにするのか」という研究方法を述べ、「いつまでに、何をするのか」

具体的なスケジュールを一覧にする。 

     ・発表用 Power Point を作成し、発表練習を行う。 

 

 

（研究計画９） 

     ・研究計画書をもとに PowerPointを作成し、 

宇都宮大学・国際医療福祉大学の大学院生・ 

大学生に向けて発表する。 

 

     ・発表のポイント 

１ 研究手法等で悩んでいることは積極的に相談 

  ☞助言をもらう場として大いに生かしていきましょう。 

２ 相手に伝わりやすい発表資料（PowerPoint）を作成すること 

  ☞スライド枚数はタイトルも含めて概ね６～７枚程度がよいでしょう 

   発表資料は、計画書の文章の羅列でなく、箇条書きで作成。図も活用しよう。 

３ ハッキリと大きな声で発表しよう 

  ☞相手に向かって研究の意義や目的を伝えていこう。 

 

 

 

（研究計画 10） 

     ・研究計画書をもとに PowerPointを作成し、 

大学教授等有識者の前で発表する。 

     ・審査会の翌週、振り返りを実施する。 

 

 

 

 

 

２月上旬：様式３(１回目)ＳＳＨ提出 

※PowerPoint：プレ当日、班員持参。 

３月上旬：様式３(最終版)ＳＳＨ提出 

※PowerPoint：審査会当日、班員持参。 

⑨ 計画書プレ審査会 

 

⑩ 計画書審査会 

 

ＳＳ探究Ⅱへ 
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４－２ 課題研究テーマ分野一覧及びＳＤＧｓ17のゴール 

【テーマ分野一覧】 

番号 分 野 分         科 

1 複合領域 
デザイン学、生活科学、科学教育、教育工学、科学社会学、科学技術史、 

地理学、社会・安全システム科学、健康・スポーツ科学、子ども学、脳科学 

2 情報学 情報学基礎、計算基盤、人間情報学、情報学フロンティア 

3 環境学 環境解析学、環境保全学、環境創成学 

4 総合人文社会 地域研究、ジェンダー、観光学 

5 人文学 哲学、芸術学、文学、言語学、史学、人文地理学、文化人類学 

6 社会科学 法学、政治学、経済学、経営学、社会学、心理学、教育学 

7 数物系科学 数学、天文学、物理学、地球惑星科学、プラズマ科学 

8 化学 基礎化学、複合化学、材料化学 

9 生物学 生物科学、基礎生物学、人類学 

10 工学 
機械工学、電気電子工学、土木工学、建築学、材料工学、プロセス・化学工

学、総合工学（航空宇宙工学・原子力学・エネルギー学） 

11 農学 
生産環境農学、農芸化学、森林圏科学、水圏応用科学、社会経済農学、農業

工学、動物生命科学、境界農学 

12 医歯薬学 薬学、基礎医学、境界医学、社会医学、歯学、看護学 

 

【ＳＤＧｓ17のゴール 】 
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４－３ 各種様式・作成要項・作成例 

 

課題研究 仮テーマ票 班番号（      ） 

・3年間行う課題研究の方針を決めるための仮テーマ調査です。 

・今後、先行研究の時間を経て正式なグループテーマが決定していきます。 

「スタート」 

・分野     

 

 

「ゴール」 

・SDGsの目標 

 

 

仮テーマ 班員で話し合って、やってみたいことをなるべく詳しく書こう。 

 

仮テーマ設定 

の理由 

仮テーマの設定理由をなるべく詳しく書こう。 

 

 

 

 

課題研究プログラム グループテーマ 

班番号 ４連番号 氏名 ４連番号 氏名 

 
    

    

分野  分野番号  指導教官         

研究テーマ  

テーマ設定理由 

 

研究課題・目的 

 

研究手法の概要 

（研究方法・ 

連携予定等） 

 

 

 

※４連番号太枠：リーダー 

様式１ 

様式２ 

※Microsoft Forms で入力 
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【研究計画書の基本構造】 

Ａ４用紙 1枚 

○○○○○○○○○○○○○○○○（タイトル）※テキスト P.122 参照 

大田原高校 ○班 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 

指導教員 ○○ ○○ 

１．キーワード 

「研究計画２」で扱ったキーワードから特に重要なものを３つ程度挙げよう。 

※テキスト P.42~47 参照 

 

２．要旨 

「研究計画８」で示した、よりよい研究計画書の３要素を含めて研究計画書で述べられている内

容を簡潔にまとめよう。 

※テキスト P.90 参照 

 

３．研究背景 

初見者が研究テーマを理解できるように必要な情報を紹介し、なぜその研究テーマを選んだのか

研究動機についても述べよう。 

 

 

４．研究目的・意義 

この研究で何を明らかにしたいのかを示そう。研究課題に対する仮説やこの研究に取り組む意義

について述べよう。特に、研究課題を示し、研究の目的を明確にすることが大切である。 

                      ※テキスト P.49～59,P.90~91 参照 

 

５．研究手法 

研究課題や仮設に対して、どのような研究手法を用いて調査・実験を行うのか具体的に記そう。

特に、再現性・仮設に対する妥当性・実行可能性・安全性に注意しながら、実行する研究手法に

ついて述べよう。                           ※テキスト P.72～89,91 参照 

 

６．参考・引用文献 

引用文献・参考文献の書き方（例） 

岡本尚也 （2017）．『課題研究メソッド』．啓林館． 

（著者）   （発行年）      （書名）        （出版社）             ※テキスト P.28 参照 
 

 

→次のページに作成上の注意点及び研究計画書例を示す 

 

様式３ 
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生徒の主体性を育む探究活動の在り方 

大田原高校 51班 安田 尚弘 千葉 慶太朗 鈴木 幹久 

指導教員 加藤 信行 

１．キーワード 

スーパーサイエンスハイスクール（SSH） 探究活動   

 

２．要旨 

本校は、SSH校（スーパーサイエンスハイスクール）の指定を受けてから今年度で 2年目とな

る。「志と科学的リテラシーを育む文理融合型課題研究の開発」の研究開発課題のもと、学校全体

で取り組む各種探究活動の成果と課題について発表する。 

 

３．研究背景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．研究目的・意義 

 

 

 

 

 

５．研究手法 

 

 

 

 

 

 

６．参考・引用文献 

[1]文部科学省(2020)．スーパーサイエンスハイスクール(SSH)パンフレット．

https://www.jst.go.jp/cpse/ssh/ssh/public/pdf/SSH2020.pdf 

 

 

 

「要旨作成上の注意点」～チェックリスト～ 

※以下、全てのチェックリストを満たして下さい。 

□ ファイル形式は Word「docx, doc」。 

□ ページ設定は「A4縦」、余白は上下左右すべて「25mm」、文字数は

「37」、行数は「42」で、フォントサイズはすべて「11ポイント」。 

□ 数字、アルファベットはすべて「半角」。 

（見出し番号除く） 

□ 本文、図、表などのすべての内容は、余白範囲にはみ出さない。 

□ １行目の発表テーマは「MSゴシック・太字・中央揃え」。 

□ ２行目の発表者氏名（Name）、3 行目の指導教員名は「MS 明朝」。

姓と名の間は「半角スペース１つ」、複数名の場合、氏名と氏名の

間は「全角スペース１つ」。中央揃えであり、太字にしない。 

□ 本文の見出しは、「MSゴシック・太字」で、その他の説明文は「MS

明朝」。 

 

MSゴシック：大田原高校    MS明朝：大田原高校、 

MSゴシック(太字)：大田原高校 MS明朝（太字）：大田原高校 

全角：１、半角：1 

 

本文フォント「MS 明朝」 

この文章で 111字です。 

文章量に合わせて改行 

※フォントは全て 11ポイント 

文と見出しの 

間は 1 行改行 

半角スペース 

研究計画書 

作成上の注意点 
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フードロスでコロナ対策！家庭用バイオリアクターの開発 

大田原高校 27班 池上 貴一 磯 良翼 遠藤 滉介 野村 勇吾 

指導教員 高梨 和幸 

１．キーワード 

フードロス 地球温暖化 消毒用アルコール 家庭用バイオリアクター グルコース 

 

２．要旨 

 地球温暖化の原因の一つにフードロス問題が関係していることが考えられる。そこで、フード

ロス問題に貢献すると同時に、近年新型コロナウイルスの対策に必要とされているアルコールを

生成したいと考え、｢バイオリアクター｣を制作しようと考えた。完成した｢バイオリアクター｣に

フードロスを分解したものを入れ、アルコールを生成する装置を作りたい。 

 

３．研究背景 

 近年、地球温暖化が深刻化してきている。その原因の一つとして、フードロスに関する問題が

考えられる。全国で 600万トンのフードロスが発生している。フードロスの処理方法は焼却、埋

立が 98％を占めている。フードロスは燃焼させれば二酸化炭素を発生し、土に埋めても微生物の

呼吸によって二酸化炭素が発生してしまう。 

 

４．研究目的・意義 

 フードロスによる二酸化炭素の排出を抑えることはできない。根本的な方法はフードロスを出さ

ないということだが、フードロスを別な形で有効利用できれば地球温暖化対策の一つになるかもし

れない。近年は、地球温暖化とともに新型コロナウイルスへの対応も課題となっている。そこで、

捨てられてしまうフードロスを微生物の力によって分解し、アルコールを生成する。そして、その

二次利用として新型コロナウイルス感染症対策のアルコール消毒に使用したいと考えた。また、地

球温暖化に関するアンケート調査を行った結果、全体的に意識の低さが見受けられた。そこで、フ

ードロスからアルコールの生成を行う家庭用バイオリアクターを開発し、各家庭に設置することで

地球温暖化に対する意識啓発を行いたいと考えた。 

 

５．研究手法 

・タンパク質などを材料にすると硫黄化合物が発生する。 

（解決案）果物に限定し、炭水化物(グルコース)で発酵させる。 

・消毒用のアルコールは 70%だが、発酵によって作ることができる濃度ははるかに低い。 

（解決案）蒸留によって濃縮する。 

 

６．参考・引用文献 

1) http://www.eonet.ne.jp/~nakacchi/jinkoikura.htm 「バイオリアクターの作成」 

2) 我が国における食品廃棄物処理の流れ 

 

研究計画書（例） 
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５ ＳＳ探究Ⅱ 

５－１ ２学年の流れ 

 ２学年では「研究計画書審査会」を経て、より明確になったテーマおよび研究計画に沿って、１学年

次と同じグループメンバーで研究を進める。 

１学期ではアンケート調査、実地調査、実験等を実施する。２学期では１学期まで実施してきた内容

をまとめ、10 月末に実施される「中間発表会（ポスター発表）」で全班が発表を行う。「中間発表会」

を経て優秀な研究をした６班を代表として、２月に実施される「研究成果発表会」で発表を行う。 

課題研究を通して、正解が存在しない課題等にどのように取り組むのか、資料の収集と分析の大切さ

など、研究手法、創造的思考力や論理的思考力を身につける。以下、２学年の流れを示す。 

（２コマ実施） 

     ・年間研究計画を作成する。 

     ・指導教員の変更があった場合は、１年次に計画した研究内容の情報共有を密にする。 

     ・研究において必要となる物品をＳＳＨ部の係へ申請する。 

※物品の購入理由、品目、個数、金額、購入予定先などを所定の用紙に記入し提出する。 

：本マニュアルの｢３指導教員について 課題研究費について（P.6）｣を参照。 

（～９月末までで 11 コマ程度実施） 

     ・年間研究計画に沿って班別研究を実施していく。 

     ・校外で活動する場合は、課外活動の手順に準じる。 

     ・研究を進めていく中で、追加で物品を購入したい場合や研究テーマが大幅に変更される場

合等変更が生じる場合は、ＳＳＨ部に相談する。 

・研究活動のチェックポイント 

☑設定した研究目的・課題はずれていないか？ 

☑現状を調べるだけで終わっていないか？ 

☑どのような理論を用いているのか？その内容とともに理解しているか？ 

☑都合の良いようにデータを読み取るまたは、変更したりしていないか？ 

☑仮説→調査・実験→考察→再仮説→再調査・実験→･･･のサイクルがなされているか？  

（９月～10月） 

・各班、｢ポスター作成要項（本マニュアル P.25参照）｣をも 

とに、中間発表会用のポスターを作成する。右の図はフリ 

ーレイアウト型で生徒が作成したポスターである。 

     ・ポスター（１回目）提出後、ＳＳＨ部主催で指導教員対象 

に「ポスター情報交換会」を実施する。 

 

 

 

 

① 年間研究計画の作成 

９月末：ポスター(１回目)ＳＳＨ提出 

10月末：ポスター(最終版)ＳＳＨ提出 

② 班別研究 

③ ポスター作成 
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（11月） 

     ・本校第１・第２体育館及び教室等を会場として全 

班がポスター発表を行う。 

     ・各班は４人（または３人）が 20分ずつ交代でポス

ターの前で発表をする。課題研究を始める１年生

を含め聞き手に分かりやすく伝わる発表となるよ

う心がける。 

・発表生徒以外は他班の発表を見学・評価する。発表

するだけでなく他の班の発表を聞くことで、論理

的思考力、批判的思考力、質問力等の向上を図る。 

     ・外部のゲスト校の発表や３年生の代表生徒による

ポスター発表、本校ＳＳＣ部員によるポスター発

表も実施予定。 

     ・来観者から評価を受け、それまでの研究活動を振り

返り改善点をまとめる契機とする。 

 

            以下、担任及びＳＳＨ部が指導する。担任以外の指導教員は１年生の指導へ 

（５コマ程度実施） 

     ・中間発表を振り返り、再調査・実験を行う。また、実験等が終了した代表班以外の班は、 

ポスターの訂正や研究要旨の作成に取りかかる。 

（２月下旬） 

     ・那須野が原ハーモニーホールを会場として代表６

班および本校ＳＳＣ・ゲスト校が PowerPointを用

いて口頭発表を実施する。 

      

（３コマ実施） 

     ・２年間の研究内容をまとめた研究要旨（Ａ４用紙１枚）を作成する。 

     ・｢研究要旨作成要項（本マニュアル P.31参照）｣をもとに、班で１部作成する。班で作成し

た研究要旨は『研究集録』および３年次の活動で使用する。 

 

研究概要（調査書用 100～110字）の作成 

・調査書備考欄に掲載する各班の研究概要を以下の手順で作成する。 

⑴各班、研究概要を Web（Microsoft Forms）で入力させる。：２月末まで 

⑵２学年担任で入力内容の加除訂正を行う。 

⑶研究概要およびテーマ等をまとめた Excelファイルを作成する。 

④ 中間発表会 

 

⑤ 班別研究 

 

⑥ 研究成果発表会 

 

⑦ 研究要旨作成 

 

ＳＳ探究Ⅲへ 
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５－２ 各種様式・作成要項・作成例 

中間発表会用ポスター作成要項 

ポスター作成上の注意点 

○ポスターには、次の①～⑦を必ず記述すること。     

 ①タイトル、学校名、学年、班番号、班員名、指導教員名 

  ※名前は正確に！ 

 ②要旨 

 ③背景・目的（研究背景の説明、研究目的と意義） 

 ④研究手法 

 ⑤結果・考察 

 ⑥結論・まとめ 

 ⑦引用文献・参考文献 

〇ポスターサイズは A0（幅 84.1cm×高さ 118.9cm）とする。 

○ポスターの文字は次の「フォントについて」を参考にする

こと。また、配色や配置を班員で相談しながら読み手にわ

かりやすいポスターを作成すること。 

 ※配色や配置は自由。 

○図や表を忘れずに入れること。 

 ※著作権に十分留意すること 

○提出期限等に提出できるよう計画的に作成すること 

 

 

ポスターサイズについて 

A0サイズ（幅 84.1cm×高さ 118.9cm）に設定してから作成すること。設定方法は次の通りである。 

(1) PowerPointの「デザイン」⇒「スライドサイズ」⇒『ユーザー設定のスライドサイズ』を選択 

 

(2) 下図のように設定 

 

 

 

 

 

 

※設定済みのテンプレートは「校務用データ→〇〇年度→76 SSH 部→02 研究開発→R〇_課題研究プロ

グラム→２学年課題研究→A0サイズポスターテンプレート」のフォルダ内に格納済み。 

①○○○○○○○○ 
栃木県立大田原高等学校 2 年 ○○班 

○○○○ ○○○○ ・・・ 

指導教員 ○○○○ 

②要旨 

③背景・目的 ⑤結果・考察 

④研究手法 

⑥結論・まとめ 

⑦引用文献・参考文献 

【ポスター配置（例）】※配置は自由 
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ポスター保存形式について 

完成したデータは、標準のファイル保存形

式 [PowerPoint プレゼンテーション形式 

(.pptx)] で保存すること。 

 

 

フォントについて 

フォント（書体）によってポスターが与える印

象は大きく異なる。 

 
例）ゴシック体：文字を構成する線が同じ太さ 

明朝体：文字を構成する線に強弱がある 

 

ポスターで使用するような大きなサイズの文字で、文章量が少ないものの場合は、日本語フォントで

はゴシック体が無難です。しかし、本文などでフォントサイズが小さく文章量がかなりあり、近づいて

読んでもらうことを想定している場合などは、ゴシック体より明朝体の方が適している場合もある。明

朝体では「MSP明朝」「游明朝」が、英文では「Times New Roman」などがお勧め。 

また、数字の半角・全角も統一するとよい 

 

POINT  フォントの種類を統一 

※ポスターをレイアウトする時、できるだけ少ないフォントの種類で作成した方が全体的な統一感、

洗練された感じを出すことができます。 

 

 

文字の大きさについて 

ポスター発表会では、１m 以上離れたところから参観することが多い。文字のサイズを意識して作成

すること。タイトルは 80～115 ポイント、項目は 48～60 ポイント、本文は 40 ポイント程度がお勧め。 

※最低 20ポイント以上 

 

POINT  文字の大きさを統一 

※ポスターをレイアウトする時、タイトル、本文など同じレベルの情報を同じ文字の大きさで統一し

た方が全体的な統一感、洗練された感じを出すことができる。 

 

 

グラフ・表・図について 

グラフや表、図などをポスターに入れる際、次のことに注意すること 

(1) グラフ 

グラフタイトルを明記すること。また、縦軸・横軸に軸ラベルを必ず入れること。 

その際、単位を入れ忘れないように注意すること。 

例） 

あいうアイウ 123 大田原（MSP ゴシック体） 

あいうアイウ 123大田原（MS明朝体） 

abcABC123（MSP ゴシック体） 

abcABC123（MSP 明朝体） 
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 入力箇所＝                      グラフ（例） 

 

 

(2) 表 

グラフと同様にタイトル・項目・単位等を必ず明記すること。また、有効数字も適切に使用すること。 

 

(3) 図 

図等はなるべく引用せず、作図してみよう！また、図を挿入する

際には、図の下にタイトル名を明記すること。 

特に、外部から引用する際には次の２点に注意すること 

① 著作権等に十分留意する。勝手に図を使うことがないように 

② 引用先の URLを画像の下部に入れる。 

地図も引用元の明記必須（URL） 

 

 

ポスター作成方法について 

ポスター作成には大きく分けて２種類の方法（フリーレイアウト型、スライド配列型）がある。作り

やすい方法で作成可。 

 

Ⅰ【フリーレイアウト型】 ～自由に貼り付け・配置してポスターを作成する方法～ 

ポスター内で使用する図や表や写真を事前に準備し、次に、ポスターサイズ大の新規白紙を作成して

事前に準備した図や表や写真を配置しレイアウトする。※P.25「ポスターサイズについて」参照 

貼り付け・レイアウトの注意点は次の通りである。 

・EXCELで作成したグラフはパワーポイントに直接コピー 

ペーストで配置できる。 

・文章はテキストボックス（挿入→テキストボックス）を 

使って入力。 

・罫線や枠などのずれをないようにする。 

・見やすい配色・配置を工夫。背景色等の使い過ぎ注意。 

フリーレイアウト型の場合は、写真や図表も自由なサイ

ズで自由な位置にレイアウトでき、工夫しだいでわかりや

すく見栄えのするポスターを作ることができる。しかし、

レイアウトの自由度が高いだけにスライドを並べるだけの

スライド配列形に比べ難易度は高いものになる。 

図 空間放射線量の測定結果 
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Ⅱ【スライド配列型】 ～PowerPoint のスライドからポスターを作成する方法～ 

【流れ】 

 

 

     

スライド発表の時のように、発表内容をまとめ、作成した各スライドを一旦個別に書き出す。次に

新規にポスターサイズ大のページを作成し、事前に書き出した各スライドを順に配置、整列させポス

ター原稿を完成させる。※演題部はテキストボックス（挿入⇒テキストボックス）を使って入力。 

 

⑴ PowerPointでスライドを作成 

スライド発表の時のように、まずスライド何枚かに分けて発表内容をまとめる。 

※注意 この時にページ（スライド）サイズが初期設定の「ワイド画面 縦横比 16：9」のまま作成

するとかなり横に長いスライドになる。初期設定のサイズを「標準（4：3）」やユーザー設定で A4サ

イズや A3サイズに設定変更してからスライドを作成するとよい。 

⑵ 各スライドを拡張 Windowsメタファイル形式に書き出す 

まず PowerPointファイルから、各スライドを [拡張 Windowsメタファイル形式] に書き出す。[名前

を付けて保存] でファイルの種類 [拡張 Windowsメタファイル] を選択し [保存] 

保存先は各班の USBメモリを指定。 

 

[すべてのスライド]を選択すれば、各スライドが

拡張 Windows メタファイル形式で 1 つのフォルダ

にまとまる。 

 

⑶ 作成したスライドを発表用テンプレート（A0）にまとめる 

次に新規にポスターサイズのページを作成。 

※P.25「ポスターサイズについて」参照 

(2)で書き出した各スライドデータをポスター

サイズ大ページに順に配置、整列させポスター原

稿を完成させる。配置するファイルをドラッグ＆

ドロップでポスター用ページに配置するか、[挿

入→図（写真）] でファイルを指定して挿入する。 

表題を入れたり、背景に色を付けたりするなど

各班自由にレイアウトすること。 

⑴PowerPointでスライドを作成 ⑵各スライドを拡張 Windows

メタファイル形式に書き出す 

 

⑶作成したスライドを発表用テ

ンプレート（A0）にまとめる 
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大高生の研究をまとめた『生徒課題研究集録』を参考にしながら作成すること。 

また、学会ポスターのデザインに関する役立つ情報が多くある。「学会ポスター デザイン」で検索。 

                                              

【生徒課題研究集録 2022】   【生徒課題研究集録 2021】   【参考 HP】ポスター作成 

                 

『センス不要！ 伝わる研究ポスター作成術』 

（K-CONNEX） 

その他参考引用文献 

【参考 HP（サイビッグネット）】 

ポスターのサイズ等：https://www.cybig.net/theory/pptslide.html  
ポスター作成：https://www.cybig.net/blog_tips/archives/299.html 

 

 

提出期限 

ポスター（１回目）期限：９月末 

 

※PowerPoint での作成を原則とするが、1 回目の提出

のみ Wordでも可。 

ポスター（最終版）期限：10月末 

PowerPoint ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ形式 (.pptx) 

※PowerPointで作成する。 

※ポスター印刷の関係で期日厳守。 

これ以降、データの修正不可。 

※提出前には、「ポスターの仕上がりで画像は粗くならないか、文字の大きさは適切か、そして誤字や

脱字はないだろうか」など指導教員に必ず見てもらい、指摘箇所を必ず訂正してから提出すること。 

 

～提出前のチェックリスト～ 

 

□ タイトル、学校名、学年、班番号、班員名、指導教員名を正確に入力しているか 

□ ポスターサイズは A0サイズ（幅 84.1cm×高さ 118.9cm）となっているか 

□ 保存形式（PowerPointプレゼンテーション形式 (.pptx)）となっているか 

□ フォントは統一されているか 

□ 文字の大きさは統一されているか 

□ 表やグラフに「タイトル」・「軸（縦・横）ラベル」・「単位」を入れているか 

□ 図にタイトルを入れているか（外部のものは引用 URLも明記） 

□ 著作権に十分留意しているか 

□ 罫線等のずれはないか 

□ 引用文献・参考文献を入れているか 

□ 研究の外部指導者・連携先等がある場合、謝辞を入れているか 

（明記してよいかの確認も忘れずに） 

 

http://k-connex.kyoto-u.ac.jp/ja/wp-

content/uploads/sites/2/2016/07/16071

1-posterseminar-pub.pdf 
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ポスター（例 1） 
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ポスター（例 2） 
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ポスター（例 3） 
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研究要旨作成要項（グループ用） 

 

作成方法 

・項目 １．研究の背景と目的  ２．方法  ３．結果  ４．考察  ５．結論 

    ６．参考文献 

・原則、Wordで作成。 

・文章の体裁を意識して作成する。フォントの大きさ・書体・半角全角などは指定されているものを

使用すること。 

・図の挿入は原則、１つのみとする。研究の中で最もアピールしたい図（グラフや表、写真など）を

使用するとよい。 

 ※著作権に十分留意すること 

・次のページの注意点「要旨作成上の注意点 ～チェックリスト～」を必ず確認して作成すること。 

 

提出方法 

・Microsoft Teamsより提出すること。 

 提出方法、期日は年度毎に別途配布する予定 

・ファイル名は「班番号_テーマ」とする。 

例）「01_大田原市育児マップを作ろう」 

数字：半角 _：（アンダースコア）半角 

 

そ の 他 

作成した研究要旨とポスターをまとめた『生徒課題研究集録（ＳＳＨ部監修）』を毎年発刊して

いる。本校ＨＰに掲載したり、課題研究関係者や他校へ送付したりする。そのため、誤字脱字等

も含めて、班員で確認しながら作成すること。 

 

参 考 

各年度の研究要旨は大田原高校ホームページに掲載されている。（生徒課題研究集録 P.29 参照） 

 

 
大田原高校 HP QRコード 
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生徒の主体性を育む探究活動の在り方 

1班 大金 孝也 加藤 信行 瀬尾 明久 田野辺 俊介 

１．研究の背景と目的 

本校は、SSH校（スーパーサイエンスハイスクール）の指定を受けてから今年度で 2年目とな

る。「志と科学的リテラシーを育む文理融合型課題研究の開発」の研究開発課題のもと、学校全体

で取り組む各種探究活動の成果と課題について発表する。 

 

２．方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．結果 

 

 

 

 

 

４．考察 

 

 

 

 

 

５．結論 

 

 

 

 

６．参考文献 

[1]文部科学省(2020)．スーパーサイエンスハイスクール(SSH)パンフレット．

https://www.jst.go.jp/cpse/ssh/ssh/public/pdf/SSH2020.pdf 

 

 

 

「要旨作成上の注意点」～チェックリスト～ 

※以下、全てのチェックリストを満たして下さい。 

□ ファイル形式は Word「docx, doc」。 

□ ページ設定は「A4縦」、余白は上下左右すべて「25mm」、文字数

は「37」、行数は「42」で、フォントサイズはすべて「11ポイン

ト」。 

□ 数字、アルファベットはすべて「半角」。 

（見出し番号除く） 

□ 本文、図、表などのすべての内容は、余白範囲にはみ出さない。 

□ １行目の発表テーマは「MSゴシック・太字・中央揃え」。 

□ ２行目の発表者氏名（Name）は「MS明朝」。姓と名の間は「半角

スペース１つ」、複数名の場合、氏名と氏名の間は「全角スペー

ス１つ」。中央揃えであり、太字にしない。 

□ 班番号は半角で「MS明朝」。 

□ 指導教員名はフルネーム、「MS明朝」、中央揃え、指導教員と名前

の間は全角スペース。 

□ 本文の見出しは、「MS ゴシック・太字」で、その他の説明文は

「MS明朝」。 

 

これが MS ゴシック：大田原高校、これが MS 明朝：大田原

高校、これが全角：１、これが半角：1 

これが MSゴシック(太字)：大田原高校、 

これが MS明朝（太字）：大田原高校 

 

本文フォント「MS 明朝」 

この文章で 113字です 

文章量に合わせて改行 

※フォントは全て 11ポイント 

文と見出しの 

間は 1 行改行 

半角スペース 

全角スペース 

研究要旨（ｸﾞﾙｰﾌﾟ） 
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図 1 噴火のなだれの跡 

 

那須野が原の地形の成り立ち 

高久 陽斗 伊藤 碧 郡司 匠 桑原 夕輝 

 

１．研究の背景と目的 

那須野が原の標高データ（数百万）をエクセルにより数学的に処理すると、那珂川の東西で地

形が異なっていることがわかった。東側の地形は岩屑なだれによるものであるとの仮説のもと調

査を進めた。また再び同様の噴火・山体崩壊が起こった場合の町へのなだれの被害をシミュレー

ションし、有事の際の避難などに役立てることを目的とした。 

 

２．方法 

標準偏差の変化をみるために、を各地点の西と東、南と北で計算し、ＳxとＳyを次のように定

義した。 

 Ｓx＝東の標準偏差－西の標準偏差  Ｓy＝南の標準偏差－北の標準偏差 

もしＳxが正ならばでこぼこ度は東の方角に向かって増加し、Ｓyが正ならばでこぼこ度は南の方

角に向かって増加していることがわかる。 

 

３．結果 

エクセル上で標準偏差の方向に基づいて各地点に色をつ

けていった。そうすると、なだれが流れた跡がはっきりと

現れた。（図 1）私たちはこれらの地点を実際に訪れ、なだ

れの跡を確かめることができた。 

 

４．考察 

この結果に基づき、私たちの火山のなだれの跡であるとする仮説が正しいことがわかった。更

に裏付をするために、那須岳の噴火によるなだれをエクセル上でシミュレーションした。その結

果、以前になだれが流れ込んだ地域とちょうど重なった。 

 

５．結論 

ここでは那須岳火山の活動が確認でき、私たちはその台地に住んでいる。これは感慨深いこと

である。なだれのシミュレーションによる情報は近い将来有益になるかもしれない。 

 

６．参考文献 

「栃木県シームレス地質図」＿【産総研地質調査総合センター】 

「地質の解説：岩屑なだれ」__【Geo Information Portal Hub】 

Masahiro Takizawa, 2021,  Examining the Geographical Features of the Nasu Area - Analyzing the Origin of the 

Nasu Area Using Mathematics -, Proceedings of ICME14 in Shanghai 

 

 

※令和４年度ＳＳＨ生徒研究発表会（於 神戸）提出資料一部改編 

研究要旨（例） 

35



 

６ ＳＳ探究Ⅲ 

６－１ ３学年の流れ 

 ２年次に実施した「ポスター発表会」、「課題研究成果発表会」で用いたポスターと研究要旨を英語

で再編集し、代表グループが、２学期の２学年対象の「ポスター発表会」に参加し、英語で発表を行う。 

１学期はグループでポスターの英訳を行う。英訳したものは適宜、英語科の教員からの添削指導を受

ける。英訳したポスターを用いてクラス間発表を行う。２学期では、各班の研究要旨の英訳および３年

間の課題研究のまとめを行う。 

この活動を通して、英語でのプレゼンテーション能力および質問力の向上に繋げる。以下、３学年の

流れを示す。 

（４月～７月） 

     ・班毎にポスターの英訳に取り組む。この間、生徒は担当となった英語科の教員及び ALTに

助言を仰ぎながら作業を進める。ポスターは必ずしも日本語で書かれている内容を英語に

そのまま翻訳する必要はなく、必要に応じて表現を変える等工夫をする。 

     ・ポスターが完成次第、クラス間発表へ向けてのプレゼンテーション練習を行う。原稿やス

ライドを読み上げるのではなく、英語を使って自分の言葉で説明できるよう練習する。英

語科の教員は、発表態度や表現等に関して適宜助言を行う。 

 

（～７月末） 

     ・３年のホームルーム教室と同フロアの空き教室ごとに班を割り当て、前半後半に分かれて

発表を行う。発表生徒以外は、他班の発表を見学・評価する。 

     ・生徒は、発表する際は聞き手に伝わるようにわかりやすく丁寧に話すこと、見学をする際

は積極的に質問をすることを特に心がける。 

     ・生徒間で最も評価の高かった班は、11 月に実施される「中間発表会」に代表として２年生

に向けて発表する。 

 

（９月） 

     ・班ごとに研究要旨の英訳を行う。ポスターと同様に、担当となった英語科の教員から指導・

助言を受けながら作成を進める。 

英語研究要旨作成上の注意点 

・形式は、２年次に作成した要旨に準じるが、フォントはすべて Times New Romanを用いる。 

     ・代表班は発表に向けて個別に活動を行う。 

 

（２学期） 

     ・課題研究を通して学んだこと、身につけたこと、考えたことなどをポートフォリオにまと

める。 

① ポスターの英訳 

② 英語活用発表会 

 

③ 研究要旨の英訳 

 

④ ３年間の課題研究まとめ 
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６－２ 各種様式・作成要項・作成例 

 

 

 

ポスター（例） 
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Figure 1 Remnants of landslides 

 

 

The Formation of the Nasu Area's Geographical Features by an Eruption of Mt. Nasu 

Hakuto Takaku Yujin Uetsuki Kotaro Watanabe 

 

１．Introduction 

We measured the standard deviation the 25 altitude values surrounding each point. This is an 

indicator of how bumpy the land is at each point. Bumpy land means that it is in the mountains or 

the remnants of landslide. As a hypothesis, in the case of a landslide, there should be a direction of 

flow. So we considered the difference of standard deviation.                                      

 

２．Theory and Experiment 

We calculated differences in standard deviations between east and west, south and north of each 

point with the following expressions defining Sx and Sy. 

Sx=East deviation – West deviation   Sy=South deviation - North deviation 

If the Sx is positive, bumpiness increases in the east direction, and if the Sy is positive, the 

bumpiness increases in the south direction. 

 

３．Results 

We colored the figure according to the direction of the 

deviation on Excel. Then, the mark of the remnants 

appeared clearly. (Figure 1) We visited the sites and 

confirmed this. 

 

４．Discussion 

Based on this result, we thought that our hypothesis was correct, and in order to make it more 

persuasive, we simulated landslides of Mt. Nasu and colored their basins in Excel. It overlapped well 

with the area where the landslides had occurred. 

 

５．Conclusion 

We are able to confirm the activities of Eruption of Mt. Nasu and we are living on this plateau now. It 

is Impressive. Our simulation of landslides may be useful in the near future. 

 

６．References 

M. Takizawa (2021), Examining the Geographical Features of the Nasu Area, Proceedings of 14th 

International Congress on Mathematical Education  

 

 

 

※令和４年度ＳＳＨ生徒研究発表会（於 神戸）提出資料 

研究要旨（例） 

序論であることに注意 
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